
ユーザーノート



バイオマッシャーは使い捨てのホモジナイザーです。

サンプルからRNA、DNA、タンパク質を抽出する時に、試料を破砕する⽬的で使⽤します。
バイオマッシャーには、バイオマッシャーⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅴ、SPの各ラインナップがあります。
バイオマッシャーⅠにはOリングの有無とフィルターチューブのポアサイズの違いにより５種類のバ
リエーションが存在します。
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バイオマッシャー Ⅰ

フィルターチューブと破砕棒から構成され、フィル
ターチューブ内に試料を⼊れ、上から破砕棒を挿⼊し
ます。

遠⼼機で遠⼼⼒を加えると、遠⼼⼒により破砕棒が
試料を押しつぶし、フィルターチューブに設置されて
いるフィルターを強制的に通過させることにより試料
が破砕されます。その際には、繊維が多く含まれる膜
成分はフィルター上にトラップされます。

破砕棒の先端に⼗字型のブレードがあり、⼿で押し
回すことで、遠⼼のみでは破砕しにくい試料をすり潰
す効果があります。

＜バリエーション＞
★Oリング付き

軟組織を遠⼼⼒のみで破砕する場合に適して
います。特に、多検体の同時処理や感染性試料
にはOリング付きが適しています。

★Oリング無し
硬組織を破砕する場合、遠⼼⼒だけでは⼗分に
破砕できない場合があります。破砕効率を上げる
ために、遠⼼操作を⾏う前に試料をフィルター⾯
ですり潰す場合に適しています。

★フィルターはPE製とPP製の２種類から選択可能
PE（ポリエチレン）製タイプはPP（ポリプロピ
レン）製タイプよりもポアサイズが⼩さく、より
細かい破砕が可能です。

※⼀部の試料（表⽪や腸間膜、尾などの繊維質の多い
組織）を除き、フィルターチューブにはバッファー
を⼊れずに使⽤してください。遠⼼時にフィルター
が詰まり、チューブが破損する恐れがあります。
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＜操作⽅法＞



バイオマッシャーⅡ

1.5mLのマイクロチューブと、破砕棒で構成されて
います。チューブ内に試料と抽出⽤バッファーを⼊れ、
破砕棒ですり潰しホモジネートを作製します。

マイクロチューブと破砕棒は隙間無く嵌合するよう
に成型されています。チューブの内壁と破砕棒の先端
外周は「すり加⼯」が施されており、試料を破砕する
効率を上げています。

破砕棒の持ち⼿に近い部分には逆流防⽌⽤の傘が設
けてあり、チューブに隙間無く嵌合するように設計さ
れています。

動物組織・臓器、植物（茎・根・種⼦）、昆⾍など
各種試料の破砕に使⽤できます。

※破砕が困難な試料は、専⽤電動撹拌機（パワーマッ
シャーⅡ）を使⽤すると破砕効率が上がります。

※撹拌棒はオートクレーブできません。滅菌が必要な
場合は、滅菌済み製品（EOG滅菌、製品名︓バイオ
マッシャーⅡEOG滅菌、商品コード320103）をご
使⽤ください。
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＜操作⽅法＞



-4-

バイオマッシャーSP

バイオマッシャーⅡの容量が拡⼤されたタイプです。
内壁が「すり加⼯」された15mLチューブと、表⾯

が「すり加⼯」された撹拌棒の組み合わせにより、破
砕効果を⾼めたホモジナイザーです。

底⾯にたまりやすい破砕物をスコップ状の部分で掬
い上げ、スリ部に設置した螺旋状のガイドで攪拌しな
がら効率的にスリ部で破砕します。

動物組織・臓器、植物（茎・根・種⼦）、昆⾍など
各種試料の破砕に使⽤できます。

※破砕が困難な試料は、専⽤電動撹拌機（パワーマッ
シャーⅡ）を使⽤すると破砕効率が上がります。

※撹拌棒はオートクレーブできません。滅菌が必要な
場合は、滅菌済み製品（EOG滅菌、製品名︓バイオ
マッシャーSPEOG滅菌、商品コード893163あるい
は893164）をご使⽤ください。

＜本製品の特徴＞



バイオマッシャーⅢ

バイオマッシャーⅠとⅡの特⻑をあわせもったタイ
プです。

内壁が「すり加⼯」されたフィルターチューブと、
外壁が「すり加⼯」された破砕棒から構成されます。

フィルターチューブ内で破砕棒を使⽤して試料のす
り潰しを⾏ったのち、破砕後の抽出液を遠⼼分離機に
かけ、フィルターでろ過します。

繊維が多く含まれる膜成分はフィルター上にトラッ
プされるため、繊維質の多い試料の破砕にお勧めしま
す。

※破砕が困難な試料は、専⽤電動撹拌機（パワーマッ
シャーⅡ）を使⽤すると破砕効率が上がります。
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＜操作⽅法＞
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バイオマッシャーⅤ

バイオマッシャーⅢの容量が拡⼤されたタイプです。
内壁が「すり加⼯」されたチューブと、表⾯が「す

り加⼯」された撹拌棒の組み合わせで試料を破砕した
後、遠⼼分離機にかけ、フィルターでろ過します。

繊維質の多い試料の破砕にお勧めします。

※破砕が困難な試料は、専⽤電動撹拌機（パワーマッ
シャーⅡ）を使⽤すると破砕効率が上がります。

※撹拌棒はオートクレーブできません。滅菌が必要な
場合は、滅菌済み製品（EOG滅菌、製品名︓バイオ
マッシャーⅤEOG滅菌、商品コード891392あるい
は891393）をご使⽤ください。

＜操作⽅法＞



パワーマッシャーⅡ

⼤量サンプルの破砕、⼿作業では困難な破砕もサポートします。
バイオマッシャーⅡ、Ⅲ、Ⅴ、SPの撹拌棒にセットして、電動で撹拌可能です。
ギアー式⾼トルクで、回転数は４５０rpmです。

※単三乾電池２本を使⽤します。
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軟組織

感染性物質等、封じ込めが必要

多検体の同時処理が必要

BMⅠ Oリング付
YES

NO

サンプル量あたりからの
⾼い抽出量が必要 BMⅠ Oリング無し

BMⅡ or BMSP 

NO

YES

YES

NO

BMⅠ Oリング付

→ P 10-①
※薬剤処理試料は破砕

困難な場合があります

→ P 11
破砕容量が少ない場合はBMⅡ
破砕容量が多い場合はBMSP

→ P10-②

→ P10-①

脳、延髄、腎臓、肝臓、脾臓、等

バイオマッシャーシリーズ 破砕対象組織と適合ラインナップについて （１）

繊維質の多い試料

BMⅢ or BMⅤ
→ P 12
破砕容量が少ない場合はBMⅢ
破砕容量が多い場合はBMⅤ

YES

NO
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上⽪組織、消化器官、⼼臓、筋⾁、軟⾻、等硬組織

感染性物質等、封じ込めが必要 BMⅠ Oリング付YES

NO

サンプル量あたりからの
⾼い抽出量が必要

YES

NO

BMⅠ Oリング無し

→ P10-①

→ P10-②
BMⅡ or BMSP 

→ P11
破砕容量が少ない場合はBMⅡ
破砕容量が多い場合はBMSP

繊維質の多い試料

BMⅢ or BMⅤ
→ P12
破砕容量が少ない場合はBMⅢ
破砕容量が多い場合はBMⅤ

YES

NO

バイオマッシャーシリーズ 破砕対象組織と適合ラインナップについて （２）



バイオマッシャーⅠ protocol

① 肝臓、腎臓、⼤脳、⼩脳、脾臓 （新鮮な試料）→Oリング付き破砕棒を使⽤

1. 回収⽤チューブにフィルターチューブをセットし、フィルターチューブ内に破砕する組織
50 - 100mgを⼊れる。

2. フィルターチューブにOリング付き破砕棒を挿⼊し、奥まで押し込む。
3. 15,000 g、30秒の遠⼼操作を⾏う。
4. フィルターチューブと破砕棒を棄てる。
5. 回収⽤チューブに破砕⽤緩衝液1mLを加え蓋を締め、ボルテックスを⾏う。

② ⼩腸、⼤腸、肺、尾、筋⾁、精のう、胆のう、唾液腺、包⽪腺、⼼臓、⾎管、
および薬剤処理した臓器 → Oリング無し破砕棒を使⽤

1. 回収⽤チューブにフィルターチューブをセットし、フィルターチューブ内に破砕する組織
50 - 100mgを⼊れる。

2. フィルターチューブ内に破砕⽤緩衝液100μLを加え、Oリング無しの破砕棒を挿⼊する。
3. 破砕棒をフィルターチューブのフィルター⾯に押しつけながら回転させ、組織を破砕する。
4. 15,000 g、30秒の遠⼼操作を⾏う。
5. 破砕棒を棄て、フィルターチューブ内に破砕⽤緩衝液900μLを加える。
6. 15,000 g、30秒の遠⼼操作を⾏う。
7. フィルターチューブを棄てる。
8. 回収⽤チューブの蓋を締めボルテックスを⾏う。
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バイオマッシャーⅠ 使⽤論⽂
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バイオマッシャーⅡ protocol

破砕対象試料︓動物組織・臓器、植物（茎・根・種⼦）、昆⾍等

1. バイオマッシャーⅡのチューブに破砕する組織50 – 100mgを⼊れる。
2. 破砕⽤緩衝液250μLを加える。
3. 破砕棒を挿⼊し、チューブ側⾯に組織を押しつけながら組織を破砕する。
4. 破砕棒を棄て、破砕⽤緩衝液750μLを加える。
5. チューブの蓋を締め、ボルテックスを⾏う。

バイオマッシャーSP protocol

破砕対象試料︓動物組織・臓器、植物（茎・根・種⼦）、昆⾍等

1. バイオマッシャーSPのチューブに破砕する組織を⼊れる。
2. 破砕⽤緩衝液を加える。
3. 破砕棒を挿⼊し付属の⽳あきキャップで蓋を締め、破砕棒でチューブ側⾯に組織を

押しつけながら組織を破砕する。
4. キャップを外し、破砕棒を棄て、破砕⽤緩衝液を加える。
5. 付属の⽳無しキャップでチューブの蓋を締め、ボルテックスを⾏う。
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バイオマッシャーⅡ あるいはSP 使⽤論⽂
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バイオマッシャーⅢ protocol

破砕対象試料︓動物組織・臓器、植物（茎・根・種⼦）、昆⾍等のうち、
繊維質の多い試料

1. バイオマッシャーⅢのフィルターチューブに破砕する組織と破砕⽤緩衝液100uL、
破砕棒を⼊れ、破砕棒を回転させて試料を破砕する。

2. 破砕⽤緩衝液200uLを使⽤して破砕棒に付着した組織⽚をフィルターチューブ内に
洗い⼊れる。

3. 破砕棒を廃棄して、室温、10,000 g、30secの遠⼼操作を⾏う
4. 破砕⽤緩衝液700uL加える。
5. チューブの蓋を締め、ボルテックスを⾏う。

バイオマッシャーⅤ protocol

破砕対象試料︓動物組織・臓器、植物（茎・根・種⼦）、昆⾍等のうち、
繊維質の多い試料

1. バイオマッシャーⅤのフィルターチューブに破砕する組織と破砕棒を⼊れ、付属の
⽳あきキャップで蓋を締めた後、破砕⽤緩衝液で破砕する。

2. キャップを外し、破砕⽤緩衝液を使⽤して破砕棒に付着した組織⽚をフィルター
チューブ内に洗い⼊れる。

3. 破砕棒を廃棄して、室温、6,000 g、30secの遠⼼操作を⾏う
4. 破砕⽤緩衝液を加える。
5. 付属の⽳無しキャップで蓋を締め、ボルテックスを⾏う。
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バイオマッシャーⅢ あるいはⅤ 使⽤論⽂
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FAQ
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Q1. 試料の⼤きさと、容量が適合するバイオマッシャー品番は︖

⇒次に記載する試料サイズを⽬安に、品番をご選択ください。

ＢＭⅠ 試料サイズ50ｍｇ
ＢＭⅡ 試料サイズ100ｍｇ
ＢＭⅢ 試料サイズ50ｍｇ
ＢＭⅤ 試料サイズ500ｍｇ
ＢＭＳＰ 試料サイズ1000ｍｇ

Q2. バイオマッシャーのチューブの遠⼼耐性は︖

⇒試料の⼤きさにもよりますが、⽬安として、
ＢＭⅠ︓10000〜15000 g 10〜30 sec
ＢＭⅡ︓10000〜15000 g 10〜30 sec
ＢＭⅢ︓6000〜10000 g 10〜30 sec
ＢＭＶ︓3000〜6000 g 5 min
ＢＭＳＰ︓3000〜6000 g 5 min
以上の条件でご利⽤ください。

Q3. バイオマッシャーのチューブの冷凍耐性は︖

⇒チューブの素材であるPPの冷凍耐性はｰ60〜-40℃くらいです。
液体窒素でチューブごと冷却すると、破損の恐れがあります。

Q4. その他のご質問内容について

⇒以下のURLがお問合せフォームになっております。
こちらからお問い合わせください。

https://www.nippi-inc.co.jp/tabid/143/Default.aspx


